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多文化共生、分譲住宅

皆さん、こんにちは。ブラジルの５月と言えば、
母の日を思い出します。日本と同じく、第二日曜日
に祝います。
また、母の日に関連して、カトリック教会では、

５月は聖母マリアの月と定めています。
それ以外に、５月は「花嫁の月」と言われていま

す。植民地の時代、ポルトガル文化の影響を受けて
おり、北半球には春が訪れ、花がたくさん咲くこと
から、女性を連想し、「母」、「新婦」の月と言われる
ようになりました。また、５月に結婚すると、聖母
マリアに守られ、幸せになると言われています。

けれども、現在、12月に結婚するカップルが５月
より多いです。なぜなら、12月はボーナスや夏休み
があるため、結婚式を挙げるには最適だからです。
つまり、伝統が経済に負けた結果となりました。
前回のコラムでは、「３月は女性の月」と書きまし

たが、どうやら、ブラジルは５月も「女性のイメー
ジ」が強いです。一方、日本では、鯉のぼりを男子
の健やかな成長を祈願していることから、５月は
「男性のイメージ」が強いです。これからも日本とブ
ラジルの文化の違いや共
通点について、考えてい
きたいと思います。

長浜市国際交流員
エバートン

「5月も女性の月？」
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文化財

元
亀
元
年(

１
５
７
０
）
４
月
26
日
、

織
田
信
長
が
二
万
の
大
軍
を
率
い
て

木
ノ
芽
峠
を
越
え
越
前
に
攻
め
込
も

う
と
し
た
時
、
予
想
も
し
な
か
っ
た

知
ら
せ
が
入
り
ま
し
た
。
妹
、
お
市

の
方
（
小
谷
の
方
）
の
婿
で
小
谷
城

城
主
浅
井
長
政
が
背
い
た
と
い
う
知

ら
せ
で
す
。
こ
れ
以
降
、
浅
井
長
政

と
織
田
信
長
は
激
し
く
戦
い
ま
す
。

そ
の
最
初
の
大
き
な
戦
い
が
「
姉
川

の
合
戦
」
で
す
。

元
亀
元
年(

１
５
７
０
）
６
月
19
日
、

信
長
は
二
万
の
大
軍
を
率
い
て
出
陣

し
、
21
日
小
谷
城
に
迫
り
虎
御
前
山

に
陣
を
構
え
、
小
谷
城
の
城
下
町
を

焼
き
払
い
ま
し
た
。
22
日
、
信
長
は

虎
御
前
山
を
撤
退
し
、
24
日
小
谷
城

の
支
城
、
横
山
城
を
包
囲
し
ま
し
た
。

織
田
信
長
自
身
は
横
山
城
の
北
の
龍

ヶ
鼻
に
陣
を
布
き
、
27
日
に
は
姉
川

南
岸
に
布
陣
し
ま
し
た
。
28
日
未
明
、

姉
川
を
前
に
浅
井
軍
は
野
村
に
、
朝

倉
軍
は
三
田
村
に
布
陣
し
ま
し
た
。

織
田
信
長
率
い
る
二
万
の
大
軍
に
は

浅
井
軍
五
千
（
八
千
と
も
）
が
、
徳

川
家
康
軍
五
千
に
は
朝
倉
軍
八
千

（
一
万
と
も
）
が
あ
た
り
ま
し
た
。

「
信
長
公
記
」
に
元
亀
元
年
（
１

５
７
０
）
６
月
28
日
「
諸
方
よ
り
い

っ
せ
い
に
敵
勢
と
も
み
あ
い
と
な
っ

た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
も

み
合
い
か
ら
28
日
早
朝
、
戦
端
は
開

か
れ
ま
し
た
。
浅
井
軍
は
磯
野
丹
波

守
員
昌
が
先
鋒
の
将
と
し
て
織
田
軍

に
い
ど
み
、
織
田
軍
の
先
鋒
坂
井
政

尚
率
い
る
二
千
の
軍
と
激
し
く
戦
い

こ
れ
を
破
り
ま
し
た
。
浅
井
軍
は
柴

田
勝
家
や
木
下
秀
吉
の
軍
を
次
々
に

破
り
、
信
長
の
陣
ま
で
迫
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
浅
井
・
朝
倉
軍
は

緒
戦
を
有
利
に
進
め
ま
し
た
が
や
が

て
形
勢
は
逆
転
し
、
小
谷
城
を
め
ざ

し
退
却
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
、

浅
井
軍
は
、
雨
森
次
右
衛
門
尉
、
浅

井
雅
楽
助
、
浅
井
齋
ら
が
、
朝
倉
軍

は
、
真
柄
十
郎
左
衛
門
、
子
の
十
蔵
、

黒
坂
備
中
守
ら
が
討
ち
死
に
し
ま
し

た
。
浅
井
氏
の
重
臣
遠
藤
喜
右
衛
門

は
形
勢
が
不
利
に
な
っ
た
時
、
浅
井

の
武
将
の
首
を
持
ち
、
織
田
軍
の
武

将
と
偽
っ
て
織
田
信
長
の
そ
ば
近
く

ま
で
行
き
ま
し
た
が
、
竹
中
半
兵
衛

の
弟
久
作
に
見
破
ら
れ
討
ち
取
ら
れ

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
信
長
は
合

戦
の
様
子
を
将
軍
足
利
義
昭
に
「
野

も
田
畠
も
、
死
骸
ば
か
り
に
候
」
と

報
じ
て
い
ま
す
。
い
か
に
激
し
い
戦

い
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

姉
川
の
合
戦
の
場
所
は
、
現
在
の

姉
川
を
挟
ん
で
、
北
は
野
村
町
の
南

東
付
近
か
ら
西
に
か
け
て
三
田
町
の

中
ほ
ど
付
近
、
南
は
横
山
の
龍
ヶ
鼻

付
近
か
ら
西
に
三
田
町
の
対
岸
の
一

帯
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
野
村
町
に
は

浅
井
長
政
が
布
陣
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
「
陣
屋
橋
」、
戦
死
者
の
血
で
赤
く

染
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
「
血
川
」、
三

田
町
に
は
朝
倉
軍
と
徳
川
軍
の
激
戦

地
と
言
わ
れ
る
「
血
原
」
の
地
名
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浅
井

氏
の
重
臣
三
田
村
氏
の
館
で
、
朝
倉

軍
の
陣
所
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

三
田
村
館
跡
が
あ
り
ま
す
。
龍
ヶ
鼻

付
近
か
ら
南
の
勝
山
付
近
に
は
、
信

長
が
最
初
に
陣
を
布
い
た
と
言
わ
れ

る
「
龍
ヶ
鼻
陣
所
」、
信
長
の
本
陣
と

伝
え
ら
れ
る
「
陣
杭
の
柳
」、
徳
川
家

康
が
布
陣
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
勝

山
」
が
あ
り
ま
す
。
横
山
の
南
東
に

は
遠
藤
喜
右
衛
門
が
討
ち
死
に
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
場
所
に
、
墓
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
野
村
橋
の
北
橋

詰
め
に
は
「
姉
川
戦
死
者
之
碑
」
と

「
元
亀
庚
午
古
戦
場
」
の
石
碑
が
、
三

田
町
の
姉
川
堤
防
沿
い
に
は
「
姉
川

古
戦
場
趾
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
合
戦
を
戦
っ

た
土
地
の
名
か
ら
、
浅
井
方
・
織
田

方
は
「
野
村
合
戦
」、
朝
倉
方
は
「
三

田
村
合
戦
」、
徳
川
方
は
「
姉
川
の
合

戦
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
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シリーズ⑬
 

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、428件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成23年10月１日現在
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▲江州姉川合戦図

▲信長の龍ヶ鼻陣所跡

ブ
ラ
ジ
ル
の
結
婚
式
ケ
ー
キ

幸
せ
を
重
ね
る
意
味
で
、
数

段
に
し
て
、
ト
ッ
プ
に
新
郎

新
婦
の
人
形
を
飾
る
の
が
一

般
的
で
す
。

▲市指定史跡　
姉川古戦場跡

ワンポイント
ポルトガル語講座

Noiva
ノ イ ヴ ァ

→新婦

■問市民協働推進課（7６５－８７１１）

姉妹都市であるドイツ・ロマンチック街道のまち
“アウグスブルク市”へ「長浜市青年使節団」を派遣す
るために団員を募集します。
【派遣期間】８月25日（土）～９月４日（火）11日間
【応募資格】平成24年４月１日現在、満18歳以上30歳未

満の市内在住者で、健康かつ団体行動に協調
できる人

【募集人数】８人（申込多数の場合は抽選）
【締め切り】５月31日（木）必着
【参加経費】１人あたり約23万円

（市より最大で10万円支給します。なお、参
加経費が変動する場合があります。）

【応募方法】申込用紙に必要事項を記入のうえ、直接持参、
郵送、Eメールのいずれかで下記まで。申込用
紙は、市民協働推進課にあるほか、市ホーム
ページからダウンロードすることもできます。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

市では、国籍や文化の違いにとらわれず、誰もがい
きいきと暮らせる多分化共生のまちづくりを進めてお
り、これらを総合的かつ計画的に推進するため、「多文
化共生のまちづくり指針」を策定します。
この指針策定にあたり、一緒に考えていただける人

を募集します。
【対　象】市内在住または在勤の18歳以上で、多文化

共生社会などに関心のある人
【募集人数】２人以内
【活　動】４回程度開催する会議への出席（報酬有）
【任　期】指針策定まで（平成24年12月を目途に策定

予定）
【応募方法】応募用紙（市民協働推進課・各支所地域振興

課にあります。市ホームページからダウンロ
ードも可）に必要事項を記入し、５月25日
（金）必着で、持参・郵便・FAX・Eメール
のいずれかで提出ください。

若
い
人
た
ち
が
湖
北
地
域
に

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
滋
賀
県
住
宅
供
給
公
社

が
開
発
し
た
「
Ｊ
Ｒ
木
ノ
本
駅

前
団
地
」
の
現
地
案
内
会
を
開

催
し
ま
す
。

販
売
価
格
は
、
１
区
画
５
３

４
万
円
（
２
０
１．

４
３
㎡
）

〜
６
９
７
万
円
（
２
４
９．

０

２
㎡
）
で
、
建
築
条
件
な
し
の

宅
地
で
す
。

現
在
、
先
着
順
に
て
受
付
中

で
す
。
詳
し
く
は
次
ま
で
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

現
地
案
内
会

【
と
　
き
】

５
月
19
日
（
土
）
・
20
日
（
日
）

10
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】

Ｊ
Ｒ
木
ノ
本
駅
前
団
地

（
長
浜
市
木
之
本
町
黒
田
字
桶

那
田
） JR木ノ本駅前団地

（駅から徒歩約５分）

分譲宅地の
お知らせ

～ドイツ・アウグスブルク市への訪問～
長浜市青年使節団員募集

長浜市多文化共生のまちづくり指針

策定委員募集


